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ヨ
ハ
ン
・
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ

ハ
の
音
楽
を
現
代
に
お
い
て
演
奏
す
る

場
合
、
バ
ッ
ハ
の
生
き
て
い
た
時
代
に

使
わ
れ
て
い
た
楽
器
と
演
奏
方
法
を
可

能
な
限
り
再
現
し
て
演
奏
す
る
試
み
が

現
在
で
は
主
流
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
ピ

リ
オ
ド
・
イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
ト
（
楽

器
）
に
よ
る
演
奏
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
う

し
た
演
奏
法
の
試
み
を
体
系
的
に
始

め
た
人
物
が
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ア
ー
ノ

ン
ク
ー
ル
（1929

〜
）
で
あ
る
。
彼

は
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
リ
ン
生
ま
れ
だ
が
、

育
っ
た
の
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
グ
ラ
ー

ツ
で
、
ウ
ィ
ー
ン
で
チ
ェ
ロ
を
学
び

ウ
ィ
ー
ン
交
響
楽
団
の
チ
ェ
ロ
奏
者
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
１
９
５
３
年
に

「
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
・

ム
ジ
ク
ス
」
を
結
成
し
て
、
ピ
リ
オ
ド

奏
法
の
探
究
を
始
め
た
。

　
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
は
オ
ラ
ン
ダ
の
先

駆
者
グ
ス
タ
フ
・
レ
オ
ン
ハ
ル
ト
と
協

力
し
て
、
バ
ッ
ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
集
の

全
曲
録
音
を
開
始
し
、
そ
れ
は
現
在

60
枚
組
の
Ｃ
Ｄ
セ
ッ
ト
と
し
て
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
で
聴
く
「
カ
ン
タ
ー
タ

第
１
４
０
番
＆
第
１
４
７
番
」
は
い
ず

れ
も
１
９
８
０
年
代
の
録
音
で
、
バ
ッ

ハ
の
カ
ン
タ
ー
タ
の
中
で
も
名
作
と

し
て
知
ら
れ
る
２
作
品
で
あ
る
。
特

に
第
１
４
７
番
の
第
６
曲
の
コ
ラ
ー

ル
は
「
主
よ
、
人
の
望
み
の
喜
び
よ
」

（
マ
イ
ラ
・
ヘ
ス
編
曲
）
と
し
て
日
本

で
は
知
ら
れ
て
い
る
有
名
な
旋
律
を
リ

ト
ル
ネ
ッ
ロ
（
繰
り
返
し
演
奏
さ
れ
る

器
楽
部
分
）
と
し
て
使
っ
て
い
る
。
第

１
４
０
番
の
カ
ン
タ
ー
タ
は
第
４
曲
の

コ
ラ
ー
ル
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
テ
ノ
ー
ル
独
唱
に
よ
る
も
の
で
、

こ
こ
で
は
ク
ル
ト
・
エ
ク
ヴ
ィ
ル
ツ
が

歌
っ
て
い
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ヴ
ィ

オ
ラ
の
名
旋
律
を
、
バ
ッ
ハ
は
後
に
オ

ル
ガ
ン
曲
に
編
曲
し
て
い
る
。
器
楽
部

分
は
も
ち
ろ
ん
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
の
盟

友
ウ
ィ
ー
ン
・
コ
ン
ツ
ェ
ン
ト
ゥ
ス
・

ム
ジ
ク
ス
が
担
当
し
て
い
る
。
収
録
さ

れ
た
曲
に
は
出
て
こ
な
い
が
、
い
ず
れ

の
カ
ン
タ
ー
タ
で
も
オ
ー
ボ
エ
や
オ
ー

ボ
エ
・
ダ
・
カ
ッ
チ
ャ
が
活
躍
す
る
。

バッハ：カンタータ第140番&第147番
アラン・ベルギウス（ソプラノ）
シュテファン・ランプフ（アルト）[BWV147]
クルト・エクヴィルツ（テノール）
トーマス・ハンプソン（バス）
テルツ少年合唱団
ウィーン・コンツェントゥス・ムジクス
指揮：ニコラウス・アーノンクール

録音：1983年 [第140番]、1984年 [第147番]　ウィーン

CD：WPCS ‒ 21092　￥1,050（税込）
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(schola vol.1 CD track 1 & 2)
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